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 高温高湿環境下勇働の際に発生する熱中症の防止法として,頭部冷却法が有効であることは諸家
 の報告にも明かである。しかし・その効果が体温調節左どの中枢を選択的に冷却することによるも
 のか・あるいは単なる冷却そのものが有効なのか不明の点も多い。著者はこの点を追求する目的で・
 '家兎66羽について頭部あるいは腹部冷却時の脳温および直腸盈を測定し・両者の経過を比較観察
 した。
 If実験方法
 家兎を固定台上に背位に固定し・直腸濫は直腸にカテーテル型サーミスターを約10翻挿入・脳
 温は頭頂部で穿顕し・ここから該サーミスターを約1.0㎝挿入固定し・10分毎に測定した。高温
 高湿環境としては乾球温度40℃,湿度100%になるように調整した孵卵室を用いた。孵卵室を
 使用しない時の体温の測定は室温下で行なった。冷却には氷を充満した氷嚢5箇を使用し・頭部は
 後頭部沿よび両側頭部に各1箇を置き・腹部は下腹部に1箇・中腹部に2箇を置いて冷却を行乗っ
 た。以上の方法により家兎を以下の5群に分けて・実験を行なった。噂.室温下頭音除却群(佃羽)・
 2、室温下腹部冷却群(10羽)・5高温高湿内非冷却群(10羽)・4.高温高湿内頭部冷却群(18
 羽)・5高温高湿内腹部冷却群(18羽)。これらのうち1、2.4.5郡については120分間
 以上の・5群については死亡までの経過を観察した。
班実験成績
 1・室温下頭部冷却群:家兎は冷却50分時頃から全身殖ふるえが見らむるようになり・呼吸
 数は減少したが・実験中も終了後も死亡したものはなかった。脳温・直腸温はいずれも次第に低下
 した。脳温の低下は直腸温の低下より著しく・120分後には冷却前に較べて脳温は平均Z2℃低
 下し・直腸湿は平均44℃低下した。2,室温下腹部冷邸群;この群のr般状態の倒置は室温下頭
 部冷却群とぼとんど変りがなぐ・実験中も終了後も死亡したものはなかった。脳温・直腸湿はいず
 れも次第に低下したが・直腸濫の低下は脳温の低下よりも著しぐ,120分後には冷却,前に較べて
 直腸温は平均Z1℃低下し・脳温は平均4.8'℃低下した。5高湿高湿内非冷却群;孵卵室に入れ
 た家兎は次第に呼吸数が増加し・平均8巳7分で痙攣繁作とともに死亡した。脳温・直腸濫はいず
 れも急激に上昇したが,ことに入室後10分時までの脳濫の上昇は著明で・平均1.5℃の上昇を示
 した。したがって入室前に直腸温よ9低かった脳温は己0分時までに直腸温より高くなった。以
 後は脳温が直腸温より高いままほぼ平行して上昇し・死亡時には入室前に較べて脳温は平均57℃,
 直腸温は平均4.7℃の上昇を示した。柔高温高湿内頭部冷却群:家兎を孵卵室に入れて直ちに頭
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 部を冷去眈ると,呼吸数は一時著明に増加したが・50～6e分時項から次第に減少し・120分
 時頃からは四肢にふるえが見られるようになった。以後は呼吸数その他の一般状態もあま匂変化が
 なく,外観上特に疲憊した様子もなく経過した。500分間の実験中も終了後も死亡したものはな
 かった。脳温は全例軽度の起伏を示しながら経過とともに次第に低下し・180分後には入室前に
 較べて平均Z4℃の低下を示した。直腸温は徐々に上昇するものと・徐々に低下するものとが見ら
 れ,180分後には全体として平均α5℃の低下を示した。このことから・この群では高温高湿の
 影響より頭部冷却の作用が僅かに優勢に表われた。5.高温高湿内腹部冷却群;実験開始より終了
 まで爾一般状態の経過はほとんど前議高温高湿内頭部冷却群と同様で・500分間の実験中も終了
 後も死亡したものは左かつた。直腸温は全例軽度の起伏を示しながら経過とともに次第に低下し,
 180分後には入室前に較べて平均嗣℃の低下を示した。脳温は10分時までに平均t5℃の著
 明な上昇を示し・その後50分時までは平均a1℃の趣く僅かな上昇を示した。しかしそれ以後は
 徐々に低下の傾向を示し磁80分後には平均a4℃の僅か左上昇を示した。すなわち直腸温は経
 過とともに次第に低下したが・脳温は10分時までに著明な上昇を示すので直ちに直腸温を越え・
 50分時以後は徐々に低下したが・その低下は緩慢であった。したがって冷却の効果は頭部冷却に
 劣った。
 N結 語
 1.室温下の頭部かよび腹部冷却の両群はその冷却効果に特に差は見られなかった。2.高温高湿
 内非冷却群では脳温は最初の約10分時までは直腸猛に較べ急激に上昇し・その衡ぱ直腸温より高
 いまま両者平行して上昇し・家兎は平均8α7分で死亡した。5高温高湿内の頭部かよび腹部冷却
 はいずれも著明な延命効果を認めた。冷却部から遠隔した部位の体温については・腹部冷却の脳温
 は最初に著明な上昇を来し・頭部冷却より劣った。しかし30分以後の経過からは両者に優劣を認
 め難かった。
 以上のことから,高温高湿内に沿いては脳温は上昇しやすぐ,この脳を直接冷却する頭部冷却a
 熱中症防止上有効であることを確認した。しかし血.温冷却と考えられる腹部冷却の効果は,頭部冷
 却に較べ劣るとはいえ・熱中症防止上相当な効果があるものと考えられた。
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 審査結果の要旨
 著者は熱中症の防止対策としての頭部冷却沙の効果が体温調節などの中枢を選択的に冷却するこ
 とによるものか,あるいは単浸る冷却そかもひが有姫宏分かを追求する目的-以下の実験を行なっ
 ている。す友わち家兎66羽を,1.室潟下頭部冷却群,2.室偲下腹部冷却群,5高潔高湿内非冷却
 群,4.高温葛海内頭部冷却群,5誇淵高湿内脚部冷却琳の5群に分けて,それぞれ脳温むよび直腸
 温を測定し次り結果を得ている。
 室温下で頭部を冷却した場合には脳滞は直腸淵`Dぼ下より碧しぐ,120分後には冷却前に較べ
 て脳淵は平均Z2℃,画腸滑は平均4.ガCの低下を示した。室浬下で腹部を冷却した場合に蜘百膨
 淵は脳泪の低下より著しぐ,120分後には冷却前に麟べて直腸源は平均Z1℃,脳淵は平・均4.8
 ℃の低下を示した。すたわち宰潟下の頭部沿よび腹部冷却の両群は冷却部位り遠近による体温低下
 の華け界られたが,冷却の部位による体温低下に明かた差異は界られなかった.,
 窩洞直濡1内で冷却を行疫わない場合には肺淵は最初の可0分時までに平針1.5℃り著明な上昇を
 示し,直腸淵よ砂菖ぐな凱その静死亡までは両者は'豪ぼ平行して上昇した。家兎は全例平均約部
 分で死亡した潮死亡時には入室前に交ぺて脳温は『z均5・7℃,直腸温は平均4、7℃の上昇を示した。
 寓鳳高湿内で頭部を冷却した場合には,肺源は緩徐に低下し,直腸滑には余9変種がなかった。
 180分篠には入室前に勅ぺて脳鵜け平均2.4℃,直腸浬17tΨ均O.5℃の低下を示した。300分
 闘の観察でも家兎け全例牛存した。また高温滴二濯内で腋部を冷却した場合には画湯淵は緩徐に低下
 しp180分後π1ロ入牢前に較べて平均51℃の低下を示した、,脳潟は10分時までに平均1.5で
 の著明な上昇を示したが,ス0分時以後は徐々に低下の傾向を示し,1臼。分後には入室前に較べ
 平均a五℃の上昇を示した。5nn分問の観察でも家栄は劇列生存した。すなわち高濃高湿内の頭
 部むよび胸部冷却はいずれも著明な延命効果を示し,讐兎は全例生存した。冷却部から遠陣した部
 位り体瀞について昇ると,腹部冷却時の脳温は畏し初の約50分時までは著明な上昇を来し,頭部冷
 却に較べ明かに劣った。しかし30分以後には徐々に脳潟の下降を見30分以後の経過からは腹
 部冷却は頭部冷却に動べて大差を示さなかった。また冷却郵に近抄した部位の体温については両者
 にお・ける体淵底下り度合と全体の{洋;過に『た差を鼻友かつた。
 以上の成績から高潮高湿内に赴いては脳溜は上昇しやすぐ,この脳を直接冷却する頭部冷却は熱
 中症防止上有効であることが確認され,また血温冷却と考えられる腹部冷却り効果も頭部'奪却に飾
 べて大差ないことが明らかにされた。この疲泉は頭部令却ほ熱中症防止上,単に効・果酌であるとい
 う従来の報告にぐらべて,殖音除却り特異性と虚嶋冷却の効果を指摘した点で甚だ有意義である。
 よって・本論文は学位授与に値するものと認める。
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